
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害があるからこそ ここで暮らす 

そんなまちにしたい・・・ 

テーマ 「障害者の問題はみんなの問題」 

7/14.15 
in 久留米市民会館 

[お申込み・お問い合わせ] 
フォーラム in くるめ実行委員会事務局  
久留米市安武町武島 468-2 出会いの場ポレポレ内 

TEL&FAX: 0942-27-2075 
e-mail: h-polepole@ktarn.or.jp 

7 月 14 日(土) 1 日目 9:40～17:00 
■変容する社会と子どもたち■ 10:00～12:00 

◇野沢 和弘（全日本手をつなぐ育成会理事・権利擁護委員会委員長） 
◇伊原 和人（厚生労働省 虐待防止対策室長、母子家庭等自立支援室長） 
◇富田 伸 （久留米市精神科医師 富田醫院院長） 
◇田町 菜穂子（ファミリー・サポート・センターくるめ ル・バトー代表） 

■障害者の暮らしは守られていますか■ 
1) 当事者のメッセージ 12:45～14:00  

【軽度発達障害、精神障害《劇》、中途聴覚障害、医療的ケア】     
◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 曽根 直樹（埼玉県東松山市総合福祉エリア施設長） 

2) 首長セッション 14:00～15:30  東松山市長 久留米市長 八女市長 小郡市長 

3) 当事者と厚生労働省 15:30～17:00   

◇藤木 則夫（厚生労働省 障害保健福祉部企画課長） ◇神山 忠 （岐阜県 特別支援学校教諭 LD 当事者） 
          ◇古川 克介（NPO 法人 自立生活センター久留米 代表） ◇精神障害の当事者 

◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 曽根 直樹（埼玉県東松山市総合福祉エリア施設長） 
 

 

7 月 15 日(日) 2 日目 9:30～15:30 
■これからのまちをつくる■ 
1. 連携をして新しい支援をつくる 9:30～12:30 

1) 教育 ◇神山 忠（岐阜県 特別支援学校教諭 LD 当事者） 
◇中島 正幸（聖マリア病院 母子総合医療センター 新生児科 医師） 
◇金子みゆき（発達障害児の親） ◇田中 千尋（医療的ケアの必要な子の親）  
◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 松本 良一（久留米市教育委員会 指導主事） 

2) 就労  ◇寺田 克哉（㈱リンガーハット 採用部 課長）◇久留米の当事者 
◇竹田 桂子（友愛苑 精神保健福祉士、元 福岡県障害者雇用支援センター ジョブコーチ）  
◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 三田 優子（大阪府立大学 人間社会学部社会福祉学科 准教授） 

3) 精神 ◇門屋 充郎（NPO 法人 十勝障がい者支援センター 理事長） 
                       ◇児玉 英嗣（久留米市精神科医師 宮の陣病院院長）◇久留米の当事者 

           ◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 内野 俊郎（久留米市精神科医師 久留米大学病院） 
 

2.  連携をしてまちをつくる 13:30～15:30 
◇門屋 充郎（NPO 法人 十勝障がい者支援センター（北海道））  
◇中橋 恵美子（NPO 法人 わははネット（香川県）） 
◇宮原 信孝（久留米子育てまちづくり NPO（久留米市）） 
◇吉永 美佐子（タウンモビリティ（久留米市）） 
◇井手 英人（オアシスくるめ（久留米市）） 
◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 伊原 和人（厚生労働省 虐待防止対策室長、母子家庭等自立支援室長） 

会 場：久留米市民会館 （久留米市城南町 16-1  TEL0942-39-2500）

定 員：1300 名 （交流会 200 名） 

参加費：両日 2500 円 一日 1500 円 当事者 500 円 

[ 交流会 5000 円 当事者 3000 円（14 日 18:00～ホテルニュープラザにて）] 

締 切：定員になり次第 （事務局までお早めにお申し込みください。） 
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